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 本研究の目的は、ナショナリズムが国内環境といかなる関係にあるのかを明らかにする

ことにある。地球環境問題への対処が急務とされる今日、ナショナリズムを背景に自国中

心的に振舞う国家の行動は、しばしば問題視されて来た。地球環境問題のみならず、国内

開発においても、ナショナリズムは国土の環境悪化に拍車をかける傾向が存在する。 

しかしながら、ナショナリズムは時として環境保全・保護においてポジティブな影響を

及ぼす場合がある。たとえば、日本においては、旧小泉・安倍政権にかけて「美しい国」

の創造や、日本の伝統や文化の継承や尊重、ナショナリズムの育成といった課題が追求さ

れた。両政権にとって、国民の誇りとなる美しい国土の創造は、ナショナリズムの向上の

一環であった。自然環境と伝統文化の保護は、ナショナリズムの強化・強調という目的に

おいて車の両輪としての側面を備えていたのである。地球温暖化問題への対処などに対し

ては消極的な姿勢が批判されやすい一方、国内環境の保護にナショナリスティックな関心

を寄せる日本の姿勢は、どの様なメカニズムによるものなのか。 

この様な問題意識から、本研究は「ナショナリズムが環境の保全・保護、あるいは破壊

という矛盾した姿勢を見せるのはなぜなのか」という問いを立て、日本におけるナショナ

リズムと環境の保全・保護、そして破壊の関係性を歴史社会学的に分析することで、ナシ

ョナリズムと環境、さらに、ナショナリズムを行動原理のひとつとする国家と環境の関係

性の解明を行った。それにより、これまで環境思想史・環境政治学研究者らが、ナショナ

リズムと環境保全・保護との関係を単純に環境保全・保護にとって「正か負か」という視



点で捉えがちであった両者の関係を、より本質的なレベルで理解することが可能になると

考えた。 

本論では第 1 章において環境政治学、ナショナリズム研究、環境思想史等における既存

研究の検討を行うと共に、方法論の提示およびナショナリズムの概念整理を行った。ナシ

ョナリズムは多義的な概念であるが、基本的には「政治的な単位と文化的あるいは民族的

な単位を一致させようとする思想や運動」と定義される（Hobsbawm、1990、Breuilly、

1993、Smith、1991 など）。ナショナリズムと国土環境との関係性に対しては、アンソニ

ー・スミス（Anthony Smith）によるエスノ・ナショナリズム研究やデシャリット（Avner 

de-Shalit）の環境思想史研究において重要な示唆が見出せる。スミスは近代国民国家の形

成期には、前近代におけるエスニック集団（「エトニ」）に共有された民族の歴史、神話、

価値、シンボルといった要素が愛国心の土台となり、国民統合が行われることを指摘する。

近代国家形成期には、国土環境の「シンボル化」による「国民」と「国土」の結びつきの

形成が行われる。国民はシンボルを通じて国土と結びつけられることで、国土への帰属意

識が養成され、ナショナリズムの形成へとつながる。国立公園などによる国家シンボルと

なる自然環境の保全・保護、国民の自然回帰運動といった現象は、ナショナリズムの維持・

形成の試みと深く連動しているのである。 

 その一方で、デシャリットが指摘する様に、ネイションの繁栄を優先するナショナリズ

ムは、国家利益の追求のためにはローカルな自然環境の破壊をも厭わない傾向がある。イ

ンドにおける大規模開発が、ナショナリズムを背景に地域環境と地域社会の荒廃を無視し

て推進されたことはその例である（Roy、2001）。ナショナリズムを原動力とする国家の環

境破壊的行動の背景を捉える上で、橋川文三（2006）が論じる（ローカルな）パトリオテ

ィズムとナショナリズムの間の緊張関係に注目することは重要である。つまり、原初的な

共同体意識としてのパトリオティズムは、ナショナリズムの基盤として国家形成に欠かせ

ない一方で、強すぎるパトリオティズムは分離主義の温床となることから国家統治上の阻

害要因として排除・抑圧される関係にある。ここから、国土の保全・保護と荒廃というナ

ショナリズムの矛盾した行動は、国家統治における中央と地方、ナショナリズムとパトリ

オティズムの相克という関係性から生じるのではないかという仮説を導くことが出来る。 

本研究では、歴史社会学の方法論、およびジェームス・スコット（James Scott）による

「シンプリフィケーション（simplification）」の概念を援用・発展し、本研究の分析枠組み

とした。本研究においては、ナショナリズムというスコットが対象としない思想・概念を

シンプリフィケーションの射程に含めることで、ナショナリズムという国家規模の統合的

な概念と、環境という具体的物象との間の関係性を俯瞰することを試みた。なぜなら、両

者は歴史的にネイションの形成という目的を背景に、国家権力によるシンプリフィケーシ

ョンの結果形成されたものと位置付けられるからである。 

第 2 章では、明治維新後の国家形成過程において、統治機構の統合と共に領土を国境線

によって囲い込み、無数の村落共同体を「国土」の一部としてシンプリファイする象徴的



な行為が成された過程を分析する。明治政府は地租改正を契機とする資源の国有化を進め、

「郷土」を社会・経済的にも国家システムの中へと編入して行った。その目的の一つには、

地域共同体の政治・経済的な「無力化」が存在した。地域共同体の無力化の作業は地域環

境の荒廃を引き起こした。神社合祀政策と足尾鉱毒事件に代表される鉱毒問題は、その代

表的な例である。合祀政策の過程では、天皇を頂点とする神道体系の浸透を図るため、地

域の民間信仰の解体と再編成が行われ、信仰の対象であった社や自然物が排除されたこと

で地域の自然環境の荒廃が生じた。足尾鉱毒事件では、地域環境の破壊に対し、殖産興業

や日清戦争といった国家の側の論理が優先されたのである。 

第 3 章では、ナショナリズム運動が国土像を規格化して行った過程を明らかにすると共

に、そこに国家イデオロギーがどう関与したのかを分析した。明治維新以前の日本におけ

る風景観は一部の貴族階級やエリート階級によって形成された高度な抽象観念であり、実

際の自然風景との関係性は希薄であった。しかし、明治ナショナリストである志賀重昂が

発表した『日本風景論』は、地域の風景を近代自然科学の視点を取り入れた「国家」の風

景の中へと吸収し、普遍的な国土観を提示した。その意図は、藩によって分断されていた

人々の地域共同体に対する愛着を、統合された日本風景を提示することにより「ナショナ

リズム」へと昇華させることにあった。同様の試みは、明治政府によって史跡名勝、天然

記念物の保護として実行された。そこには皇室にかかわる遺跡の保護も重要な位置を占め

ており、同法において国土環境の保護が国家統治の補強と表裏一体をなす構造が出現した。 

地域環境をより大きな国土という枠組みへと吸収しながら発展して行った国土観は、昭

和に入りナショナリズムが先鋭化して行く中で再び大きな変貌を遂げた。『国体の本義』

（1937）をはじめとする政府刊行物、ロマン主義作家による言説、また林学者の風景論に

おいて、国土を「皇祖神」によって創造された「皇土」とし、八紘一宇によって皇祖の血

に結ばれた日本国民は、「皇土」である国土とは同胞であることが唱えられた。その背景に

は近代個人主義の否定が存在し、日本は「神州日本」へと変貌し、現実の国土からは遊離

した「感性的自然」としての日本国土が描かれた。 

第 4 章では、満洲と朝鮮という日本植民地に注目し、領土と資源のシンプリフィケーシ

ョンがいかにして行われ、その意義はいかなるものだったのかを森林資源を対象に分析し

た。朝鮮では、森林の保護は大規模な森林の国有化と日本人への造林地の優遇という政策

によって進められた。そこには朝鮮人および焼き畑（火田）農民による森林破壊が荒廃要

因であるとの言説が伴ったが、実際は日韓併合以前の調査では、むしろ在韓日本人による

大量の木材需要が森林荒廃の主要な原因とされていた矛盾がある。また、火田民に対して

は火田を禁止し、帝国日本の「大なる恩」に浴させて「怠惰な性癖」を改めさせることが

試みられるなど、朝鮮における森林保護には、利益追求とアジアの指導者を自認する植民

思想が混在していた。その傾向は、満洲帝国における森林保護政策においても顕著である。

「五族協和」を建前とする満洲では、「パトリオティズム」の涵養のために植林による国土

美化が行われた。しかし、第二次世界大戦の敗戦により、それまでの国家機構と国土観は



植民地の喪失や国土の焦土化によって精神的にも物理的にも崩壊した。 

第 5 章では、本論の分析を受け、次の結論を提示した。国内統治の貫徹は国家統合の基

盤となり、国家統合の目的は国益の拡大、すなわち国家の発展と存続にある。国家エリー

トとナショナリストによるこの論理は、近代日本において一貫して来た。同時に、国家エ

リートやナショナリストによって形成された国土観、つまり「想像の環境（imagined 

environment）」は、国民の間に浸透し、アカデミアや文学・芸術、メディア等の分野に取

り込まれ、再生産されることで、「想像の環境」を補強して来た。それは本論が分析した様

に、国土の保全・保護と破壊を通じた「国民」の形成運動として現れるのである。 

本論の議論は、国内事例を中心とし、あらゆる事例を網羅的に分析したものではないこ

とから限界が存在する。しかし、ナショナリズムが国家の環境に対する行動をいかに規定

しているのかという研究目的に対し、一定の解答を提示するものであると考える。 

 


